
1 流域の自然状況 

1-1 流域及び河川の概要 

 

熊野川
く ま の が わ

（水系名：新宮川、河川名：熊野川）は、その源を奈良県
な ら け ん

吉野郡
よ し のぐ ん

天川村
てんかわむら

の山上ヶ岳
さ ん じ ょ う が だ け

（標

高 1,719m）に発し、大小の支川を合わせながら十津川
と つ か わ

渓谷
け い こ く

を南流し、和歌山県
わ か や ま け ん

新宮市
し ん ぐう し

と三重県
み え け ん

熊野市
く ま の し

の境界で大台ヶ原
お お だ い が は ら

を水源とする北
き た

山川
やまがわ

を合わせ熊野灘
く ま の な だ

に注ぐ、幹川流路延長 183km、流

域面積 2,360km2の一級河川である。 

熊野川流域は、奈良県、和歌山県、三重県の３県にまたがり、５市３町６村からなり、奈良

県十津川村
と つ か わ む ら

、和歌山県新宮市、三重県紀宝町
き ほ う ち ょ う

などを有している。流域の土地利用は、森林が約

95％、水田や畑地等の農地が約 1.5％、宅地が約 0.5％、その他が約 3%となっている。 

沿川には、国道 168 号、国道 169 号、国道 425 号が走り、海岸沿いに国道 42 号及びＪＲ紀勢
き せ い

本線
ほんせん

があり交通の要衝となっている。流域の歴史は古く、大峯山
おおみねさん

や熊野
く ま の

三山
さ ん ざ ん

等にみられる宗教

文化の中心地としても広く知られ、「紀伊
き い

山地
さ ん ち

の霊場
れいじょう

と参詣
さ ん けい

道
ど う

」が世界遺産に登録されている

など紀
き

南
なん

地方の社会、経済、文化の基盤をなしている。流域内は吉野熊野国立公園、高野龍神

国定公園に指定されるなど、豊かな自然に恵まれている。また、多雨量流域であることから、

古くからその豊富な水量を利用した水力発電が行われてきた。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-1 熊野川流域図 

 

項 目 諸 元 

流路延長 
183km 

（全国 14位／109水系）

流域面積 
2,360km2 

（全国 26位／109水系）

流域市町村 5市 3町 6村 

流域内人口 約 5万人 

支川数 210 

熊野川流域 
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1-2 地 形 

 

流域の地形は、中央部に八剣山
はっけんざん

（1,915m）を主峰とする大峯
おおみね

山地
さ ん ち

が南北に走り、東側に

日出ヶ岳
ひ で が だ け

（1,695m）を主峰とする台高
だ い こ う

山地
さ ん ち

、西側に伯母子
お ば こ

岳
だけ

（1,344m）を主峰とする伯母子
お ば こ

山地
さ ん ち

が南北に走っている。熊野川流域は「近畿の屋根」とも呼ばれるこれらの急峻な山岳地帯から

なり、平野は海岸部の一部にしか見られない。熊野川及び北山川は三つの山地の間を屈曲しな

がら流下し、熊野灘に至る河川である。また、河口部には砂州が発達している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

   

出典：「近畿地方土木地質図」／近畿地方土木地質図編纂委員会刊（1981） 

図 1-2 熊野川流域の地形 

 

伯母子山地 

大峯山地 

台高山地 

▲
八剣山 

（1,915m） 

日出ヶ岳 
(1,695m) 

▲

▲
伯母子岳 
（1,344m） 

1-2



1-3 地 質 

 

流域の地質は、流域北部に秩父
ち ち ぶ

累帯
るいたい

、中央部に四万十帯
し ま ん と た い

が広く分布し、風化が進み崩壊箇所

が多く見られる。流域南部には、新期花崗岩類
し ん きか こう がん るい

の火成岩類
かせいがんるい

や熊野層群
くまのそうぐん

の堆積岩類
たいせきがんるい

が分布し、川

沿いには特徴的な柱 状
ちゅうじょう

節理
せ つ り

が見られる。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「近畿地方土木地質図」／近畿地方土木地質図編纂委員会（2003） 

 

図 1-3 熊野川流域の地質 
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新宮

上北山

1-4 気候・気象 

 

流域の気候は、温暖多雨の南海
なんかい

気候
き こ う

区
く

に属し、本州有数の多雨地帯である。降水量は多いが、

晴天日数、日照時間にも恵まれており、一降雨あたりの降水量が多い。流域の年平均年降水量は、

約 2,800mm であり、我が国の平均値の約 1.6 倍となっている。また、流域内では、西側に比べ海

岸に近い東側で降水量が一層、多くなっている。平均気温は上流部の上北山観測所で約 14℃、

下流部の新宮
し ん ぐ う

観測所で約 17℃となっており、新宮などの海岸部は近畿地方では最も温暖な地域

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：気象庁HP 

図 1-4 月別降水量と平均気温（1997～2006 の平均値） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-5 年間降水量の分布（1977～2006 年の平均値） 

出典： 

1) 国土交通省 

 水文水質データベース 

2) 気象庁  

アメダス観測データ 

欠測データが 1 割以上含まれる年度を

除く 1977～2006 年の 30 年間の時間雨

量データを用いて作成。 
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［新宮観測所］ 

年降水量   3,260mm 

年平均気温 17.3℃ 

［上北山観測所］ 

年降水量   2,970mm 

年平均気温 13.8℃ 
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